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特
集

国
際
会
議
：
核
・
原
爆
と
表
象
／
文
学

─
原
爆
文
学
の
彼
方
へ

─
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

原
爆
を
視
る

原
爆
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
〈
詩
〉

野

坂

昭

雄

一

は
じ
め
に

詩
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
意
味
の
伝
達

を
目
的
と
す
る
よ
う
な
言
葉
の
用
い
方
を
拒
絶
し
て
、
言
葉
の
存
在
性
そ
の

も
の
を
前
景
化
す
る
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
だ
と
考
え
た
い
。
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
散
文
を
、
別
に
目
的
を
持
っ
た
「
歩

(1)

行
」
に
、
詩
を
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
「
舞
踊
」

に
譬
え
た
。
一
方
、
原
爆
を
描
い
た
詩
の
場
合
に
は
、
原
爆
被
害
の
記
録
、

悲
惨
さ
の
伝
達
、
平
和
へ
の
願
い
な
ど
の
〝
意
味
〟
を
伝
達
す
る
と
い
う
目

的
を
必
然
的
に
伴
う
。
そ
の
た
め
詩
人
は
、
詩
の
言
葉
を
組
み
立
て
る
こ
と

と
、
何
ら
か
の
目
的
意
識
と
の
間
で
揺
れ
動
く
。

同
様
に
、
原
爆
写
真
に
お
い
て
は
、
フ
レ
ー
ム
内
部
に
写
さ
れ
た
も
の
と
、

そ
の
外
部
に
広
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
せ
め
ぎ
合
い
が
存
在

す
る
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
考
え
た
い
の
は
、
原
爆
と
い
う
出
来
事
を
写
真

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
表
象
す
る
こ
と
の
「
意
味
」
で
あ
る
。
そ
れ
は

取
り
も
直
さ
ず
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
そ
れ
自
体
の
性
質
を
考
え
る
こ
と

で
も
あ
り
、
ま
た
原
爆
写
真
に
固
有
の
問
題
を
炙
り
出
す
こ
と
で
も
あ
る
が
、

そ
の
際
に
、
原
爆
写
真
を
原
爆
文
学
と
い
う
領
域
へ
と
架
橋
す
る
た
め
に
も
、

〈
詩
〉
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
一
つ
の
参
照
項
と
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

二

流
通
す
る
原
爆
写
真
／
山
端
庸
介

原
爆
被
害
が
最
初
に
写
真
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
プ

レ
ス
コ
ー
ド
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
五
二
年
八
月

六
日
号
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、
原
爆
写
真
は
反
復
的
に
流
通
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
有
り
よ
う
を
、
長
崎
を
撮
影
し
た
著
名
な
写

真
家
・
山
端
庸
介
に
焦
点
化
し
て
考
察
し
た
い
。
山
端
は
、
詩
人
の
東
潤
、

画
家
の
山
田
栄
二
と
共
に
一
九
四
五
年
八
月
一
〇
日
午
前
三
時
に
長
崎
入
り

し
、
ま
ず
は
道
ノ
尾
駅
か
ら
南
下
し
て
憲
兵
隊
本
部
ま
で
移
動
、
撮
影
の
許

可
を
も
ら
っ
た
後
、
再
び
道
ノ
尾
駅
に
戻
る
間
に
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
最

初
の
写
真
は
憲
兵
隊
本
部
前
で
撮
影
さ
れ
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
写
真
は
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計
一
一
五
枚
で
あ
る
。

初
め
に
、
些
末
な
問
題
を
提
示
し
よ
う
。
二
〇
一
五
年
八
月
に
勉
誠
出
版

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
決
定
版

長
崎
原
爆
写
真
集
』

に
は
、
巻
頭
に
原
爆

(2)

投
下
直
後
の
長
崎
を
写
し
た
山
端
の
写
真
が
八
四
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
必
ず
し
も
時
系
列
に
従
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
概
ね
、
長
崎

南
部
の
憲
兵
隊
本
部
か
ら
爆
心
地
方
向
に
北
上
し
た
山
端
ら
の
足
取
り
を
辿

る
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
書
二
二
、
二
三
ペ
ー
ジ
に
は
、

見
開
き
の
二
頁
に
三
枚
の
山
端
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
見

た
と
こ
ろ
明
ら
か
に
同
じ
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
記
さ
れ
た
撮
影
場
所
・
時
間
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
左
ペ
ー
ジ
に
は

写
真
は
一
枚
で
、
水
筒
か
ら
水
を
飲
む
少
女
と
、
そ
の
前
に
目
を
見
開
い
て

横
た
わ
る
血
ま
み
れ
の
女
性
、
一
番
手
前
に
は
男
性
が
座
っ
て
い
る
（
後
の

分
類
で
は
Ｂ
）
。
こ
の
写
真
に
は
「
自
分
で
飲
む
力
さ
え
失
っ
た
負
傷
の
ひ

ど
い
夫
人
に
は
、
こ
れ
が
末
期
の
水
と
な
っ
た
。
爆
心
地
よ
り
南
へ

＝

1.5
km

年

月

日
午
前

時
頃
、
長
崎
市
井
樋
ノ
口
町
付
近
（
撮
影：

山
端
庸

1945

8

10

10

介
）
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
右
側
頁
の
上
部
の
写
真
（
Ｄ
）

に
は
、
ス
ケ
ッ
チ
す
る
山
田
栄
二
の
背
中
の
向
こ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
陰
で

救
援
を
待
つ
人
び
と
が
見
え
、
「
す
で
に
死
者
と
な
っ
た
人
の
傍
ら
で
、
当

て
も
な
く
救
援
を
待
つ
負
傷
者
。
爆
心
地
か
ら
南

。
左
側
は
、
惨
状
を

1
km

ス
ケ
ッ
チ
す
る
画
家
・
山
田
栄
二
氏
＝

年

月

日
午
前
、
長
崎
市
岩
川

1945

8

10

町
付
近
（
撮
影：

山
端
庸
介
）
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
右
側
頁
の

下
部
の
写
真
は
、
手
前
に
男
性
が
座
り
、
中
央
に
横
た
わ
る
血
だ
ら
け
の
女

性
、
そ
の
後
ろ
に
少
女
が
座
っ
て
い
る
も
の
（
Ａ
）
で
、
「
炎
天
下
に
当
て

も
な
く
救
援
を
待
つ
負
傷
者
。
あ
る
者
は
倒
れ
、
あ
る
者
は
放
心
の
様
子
で

座
り
込
ん
で
い
た
。
爆
心
地
か
ら
南

＝

年

月

日
午
前
、
長
崎
市

1
km

1945

8

10

岩
川
町
付
近
（
撮
影：

山
端
庸
介
）
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
頁
を
め
く
る
と
、
や

は
り
見
開
き
で
同
じ
場
所
を
写
し
た
二
枚
の
写
真
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
左

側
に
は
長
崎
市
の
連
絡
員
が
負
傷
者
に
水
筒
で
水
を
飲
ま
せ
て
い
る
写
真

（
Ｃ
）
が
あ
り
、
「
市
の
連
絡
員
が
持
っ
て
き
た
水
を
、
一
人
で
飲
む
力
さ

え
失
っ
た
負
傷
者
。
食
べ
る
気
力
も
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
布
団
の
上

に
は
乾
パ
ン
が
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
爆
心
地
か
ら
南

＝

1
km

1945

年

月

日
昼
頃
、
長
崎
市
岩
川
町
付
近
県
道
わ
き
（
撮
影：

山
端
庸
介
）
」

8

10

と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
右
側
に
は
乗
り
捨
て
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
大
き
く

写
し
た
写
真
（
Ｆ
）
が
あ
り
、
「
行
く
手
を
炎
に
阻
ま
れ
、
立
ち
往
生
し
た

救
援
の
ト
ラ
ッ
ク
。
負
傷
者
は
新
た
な
救
援
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
背
後

の
工
場
は
三
菱
製
鋼
所
第
一
工
場
鍛
錬
工
場
。
爆
心
地
か
ら
南

＝

年

1
km

1945

月

日
午
前
、
長
崎
市
岩
川
町
付
近
県
道
わ
き
（
撮
影：

山
端
庸
介
）
」
の

8

10

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

岩
川
町
と
井
樋
ノ
口
町
と
は
、
大

き
く
離
れ
た
場
所
で
は
な
い
が
、
こ

れ
は
記
録
写
真
に
お
い
て
誤
差
の
範

囲
と
言
え
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
正
確

に
は
「
長
崎
市
井
樋
ノ
口
町
」（
現
在

の
宝
町
）
で
あ
る
こ
の
撮
影
場
所
で
、

山
端
は
最
も
多
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
お
り
、
合
計
七
枚
が
存
在
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
、
便
宜
的

に
Ａ
～
Ｇ
の
記
号
を
付
し
て
区
別
し

て
お
こ
う
。

Ａ
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ＢＣ

Ｄ

ＥＦ
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Ａ

中
央
に
三
人
の
女
性
、
左
手
前
に
座
る
男
性
。
二
人
は
寝
て
、
少
女

は
座
り
な
が
ら
右
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
。

Ｂ

少
女
が
水
筒
を
手
に
し
て
水
を
飲
み
、
手
前
に
寝
て
い
る
女
性
は
目

を
開
い
て
い
る
。
右
手
前
に
座
る
男
性
。

Ｃ

寝
て
い
る
女
性
が
、
長
崎
市
の
通
行
証
を
腕
に
巻
い
た
男
性
か
ら
水

筒
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

Ｄ

座
る
人
々
を
背
後
か
ら
撮
影
し
、
ス
ケ
ッ
チ
す
る
山
田
栄
二
が
左
側

に
写
っ
て
い
る
。

Ｅ

Ｄ
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
、
よ
り
近
づ
い
て
写
し
た
も
の
。

Ｆ

人
々
の
右
側
に
乗
り
捨
て
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
大
き
く
写
っ
て
い

る
。

Ｇ

ト
ラ
ッ
ク
の
前
に
二
人
の
女
性
が
た
た
ず
ん
で
い
る
も
の

。
(3)

Ｇ

山
端
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
省
西
部
軍
報
道
部
員
と
し
て
撮
影
し
た

と
い
う
状
況
も
あ
り
、
ま
た
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
検
閲
の
問
題
も
あ
っ
て
、

当
然
な
が
ら
そ
の
利
用
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ

う
し
て
過
去
に
流
通
し
た
写
真
と
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
正
確
さ

を
期
す
た
め
に
も
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
決
定
版

長
崎
原
爆
写
真
集
』
の
凡
例
に
は
、
「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
撮
影
者
本
人

の
残
し
た
メ
モ
、
関
連
す
る
既
刊
書
籍
、
『
広
島
平
和
記
念
資
料
館

平
和

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
『
長
崎
原
爆
資
料
館

収
蔵
品
検
索
』
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
新
た
に
判
明
し
た
事
実
も
加
え
、
小
松
健
一
が
執

筆
し
た
」
と
あ
る
が
、
山
端
の
写
真
は
と
り
わ
け
著
名
で
あ
る
だ
け
に
、
か

え
っ
て
煩
瑣
な
検
証
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
、
別
の
写
真
集
で
は
ど
う
か
。
最
初
に
山
端
の
写
真
が
発
表
さ
れ
た

『
記
録
写
真

原
爆
の
長
崎
』（
北
島
宗
人
編
、
第
一
出
版
社
、
一
九
五
二
・
八
）

に
は
、
井
樋
ノ
口
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
四
枚
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ａ
「
一
面
焼
土
と
化
し
、
炎
天
の
太
陽
と
地

熱
を
さ
け
よ
う
と
し
て
、
負
傷
者
が

名
程
破
壊
さ
れ
た
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク

10

の
日
蔭
に
倒
れ
伏
し
て
い
た
。
一
人
の
医
者
も
飲
料
水
の
救
援
も
な
く
、
そ

れ
ら
の
来
る
の
を
あ
て
も
な
く
待
つ
て
い
た
。
井
樋
ノ
口
附
近

月

日
午

8

10

前

時
頃
」
、
Ｂ
「
市
の
連
絡
員
が
も
つ
て
来
た
少
量
の
水
筒
の
水
を
廻
し

10
の
み
に
し
て
い
る
。
」
、
Ｃ
「
一
人
で
呑
む
力
さ
え
失
つ
た
傷
者
、
こ
れ
が
末

期
の
水
と
な
つ
た
。
」
、
Ｅ
「
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
の
周
囲
に
僅
か
な
日
影
を
求

め
て
瀕
死
の
負
傷
者
が
救
援
を
待
っ
て
い
た
。
井
樋
ノ
口
附
近

月

日

8

10

10

時
頃
。
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
ま
た
少
な
く
と
も
う
ち
三
枚
は
ト
リ
ミ
ン

グ
さ
れ
、
し
か
も
Ａ
と
Ｂ
に
つ
い
て
は
写
っ
て
い
る
男
性
の
存
在
を
隠
す
よ

う
な
仕
方
で
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
同
じ
写
真
を
比
較
し
て
み
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る
と
解
る
。
比
較
的
元
気
そ
う
に
見
え
る
男
性
を
消
去
す
る
こ
と
で
、
原
爆

の
悲
惨
さ
を
強
調
す
る
よ
う
な
操
作
が
、
『
原
爆
の
長
崎
』
で
は
行
わ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

他
の
写
真
集
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
写
真
で
見
る
原
爆
の
記
録
』（
原

水
爆
資
料
保
存
会
、
一
九
五
六
・
八
）
は
三
枚
を
掲
載
し
て
お
り
、
う
ち
二
枚

に
は
撮
影
場
所
等
の
注
記
は
な
く
、
Ｃ
「
一
人
で
呑
む
力
さ
え
失
な
つ
た
負

傷
者
達
。
こ
れ
が
末
期
の
水
と
な
つ
た
。
」
、
Ｂ
「
市
の
連
絡
員
が
、
持
つ
て

来
て
く
れ
た
水
を
少
量
づ
つ
廻
し
の
み
に
し
て
い
る
。
」
と
、『
原
爆
の
長
崎
』

に
基
づ
い
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
一
枚
も
『
原
爆
の

長
崎
』
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
や
や
簡
略
に
し
た
、
Ｅ
「
一
台
の
ト
ラ
ツ
ク
の

周
囲
に
僅
か
な
日
影
を
求
め
る
瀕
死
の
人
等
。
然
し
救
援
は
な
か
な
か
こ
な

か
つ
た
。
井
樋
ノ
口
附
近
。

月

日

時
頃
。
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

8

10

10

で
あ
る
。
写
真
集
『
原
爆
を
見
つ
め
る
』
（
飯
島
宗
一
・
相
原
秀
次
編
、
岩
波

書
店
、
一
九
八
一
・
七
）
で
は
、
こ
こ
で
の
写
真
四
枚
（
順
に
Ｄ
・
Ｃ
・
Ｂ
・

Ａ
）
に
、
「
井
樋
ノ
口
，
三
角
空
地
（
南
南
東

）
の
負
傷
者
．

月

日

1.5
km

8

10

午
前

時
こ
ろ
．
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
八
月
一

10

〇
日
の
増
刊
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ

総
集
編

原
爆
の
記
録

広
島
・
長
崎
』

1945

は
、
原
爆
の
被
害
写
真
を
初
め
て
公
開
し
た
一
九
五
二
年
八
月
六
日
号
『
ア

サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
を
そ
の
ま
ま
再
録
し
て
い
る
（
そ
の
中
に
は
山
端
の
写
真
は
な

い
）
ほ
か
、
山
端
の
撮
影
し
た
写
真
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
井
樋

ノ
口
の
写
真
は
一
枚
あ
り
、
Ａ
「
午
前

時
ご
ろ
。
井
樋
ノ
口
付
近
（
爆
心

10

地
か
ら
南
へ
約

）
。
救
援
を
求
め
る
負
傷
者
た
ち
が
、
炎
暑
を
避
け
よ
う

1.6
ｷﾛ

と
、
ト
ラ
ッ
ク
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
り
、
焼
け
残
り
の
ふ
と
ん
を
地
面
に

敷
い
て
横
た
わ
っ
て
い
た
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
『
母
と
子
で

み
る
広
島
・
長
崎
』
（
朝
日
新
聞
企
画
部
編
、
一
九
八
三
・
三
）
に
は
井
樋
ノ

口
の
写
真
は
三
枚
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
）
で
、
「
ひ
ん
死
の
負
傷
者
た
ち

爆
心
地

か
ら
南
南
東
一
・
五
キ
ロ
の
井
樋
ノ
口
三
角
空
地
で
。
長
崎
医
大
附
属
病
院

へ
負
傷
者
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
陰
で
、
放
心
の
少
女
、
死
期
の
せ
ま
っ
た
負

傷
者
な
ど
が
救
援
を
待
っ
て
い
た
（
上
と
左
ペ
ー
ジ
上
）
。
西
部
軍
上
等
兵
で

洋
画
家
の
山
田
栄
二
さ
ん
が
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
（
左
ペ
ー
ジ
下
）
。
（
八

月
一
〇
日
昼
前
、
山
端
庸
介
撮
影
）
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
く
。
長
崎

市
の
『
原
爆
被
爆
記
録
写
真
集
』
（
荒
木
正
人
監
修
、
長
崎
原
爆
資
料
館
編
、

長
崎
平
和
推
進
協
会
発
行
、
一
九
九
六
・
三
）
は
山
端
の
写
真
を
一
九
枚
掲
載

し
て
い
る
が
、
井
樋
ノ
口
の
三
角
空
地
の
写
真
は
一
枚
の
み
で
、
Ａ
「
炎
天

下
に
あ
て
も
な
く
救
援
を
待
つ
負
傷
者
た
ち
〈
山
端
庸
介
氏
撮
影
〉
」
と
の

み
あ
る
。
ま
た
長
周
新
聞
社
の
原
爆
と
戦
争
展
パ
ネ
ル
集
『
原
爆
と
大
戦
の

真
実
』（
下
関
原
爆
展
事
務
局
編
集
、
二
〇
〇
八
・
六
）
は
、
Ａ
「
線
路
わ
き
の

乗
り
捨
て
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
ま
わ
り
に
倒
れ
て
救
護
を
待
つ
人
々
（
八
月

十
日

長
崎
・
宝
町
付
近
の
路
上
で

山
端
庸
介
氏
撮
影
）
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
が
付
さ
れ
る
。

こ
の
箇
所
で
撮
影
さ
れ
た
山
端
の
写
真
二
枚
は
長
崎
原
爆
資
料
館
に
も
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
Ａ
「
救
護
を
待
つ
被
爆
者
た
ち
／
爆
心
地

よ
り
南
へ
約

の
浦
上
駅
付
近
。
も
う
動
く
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
ひ
た
す

1.1
km

ら
救
護
の
手
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。（
翌
日
の
状
況
）
」
、
Ｃ
「
救
援
を
待
つ
負

傷
者
た
ち
と
水
を
与
え
る
通
行
人
／
爆
心
地
よ
り
南
へ
約

。
か
ろ
う
じ

1.1
km

て
工
場
を
脱
出
し
た
重
傷
者
た
ち
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
長
崎
医
科
大
学
附
属
病

院
へ
向
か
っ
た
が
、
火
災
に
行
く
て
を
阻
ま
れ
、
や
む
な
く
浦
上
駅
近
く
の

空
地
で
、
苦
痛
に
た
え
て
翌
日
ま
で
じ
っ
と
救
援
の
手
を
待
ち
つ
づ
け
た
。
」

と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
写
真
に
つ
い
て
、
原
爆
被
害
を
公
に
す
る
と
い
う
大
義
の
前
で
は
、
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キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
細
か
な
間
違
い
も
、
ト
リ
ミ
ン
グ
に
よ
る
素
材
の
加
工
も
、

さ
ほ
ど
問
題
と
は
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
山
端
の
写
真
を
め
ぐ
る

間
違
い
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
終
了
後
の
一
九
五
二
年

八
月
に
は
、
一
九
五
二
年
八
月
六
日
号
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
の
他
に
梅
野

彪
・
田
島
賢
裕
編
『
原
爆
第
１
号

ヒ
ロ
シ
マ
の
写
真
記
録
』
（
八
月
一
四

日
）
と
、
先
に
も
触
れ
た
北
島
宗
人
編
『
記
録
写
真

原
爆
の
長
崎
』
（
八

月
一
五
日
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ

が
、
『
原
爆
１
号
』
に
は
山
端
の
写
真
が
ヒ
ロ
シ
マ
の
写
真
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
著
名
な
山
王
神
社
の
一
の
鳥
居
を
写
し
た
山
端
写
真

は
、
「
鶴
羽
根
神
社
附
近

爆
心
よ
り
約
一
粁
」
（
鶴
羽
根
神
社
は
広
島
市
の

神
社
）
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
例

の
井
樋
ノ
口
で
撮
影
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
脇
の
負
傷
者
達
の
写
真
二
枚
は
、
Ａ

「
街
路
上
に
火
傷
で
苦
し
む
市
民
の
表
情
」
、
Ｃ
「
街
路
上
に
転
つ
て
い
る

死
骸
の
な
か
に
肉
親
を
尋
ね
歩
く
男
の
姿
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
き
で

掲
載
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
山
端
写
真
の
流
通
の
混
乱

に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
原
爆
写
真
を
公
表
す
る
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的

力
学
が
作
用
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
混
乱
に
つ
い
て
誰
か
を
非
難

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
原
爆
写

真
を
見
る
際
に
は
、
そ
こ
に
付
さ
れ
る
言
葉
や
、
写
真
の
表
し
て
い
る
意
味
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
う
し
た
事
例
は
示
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
は
原
爆
写
真
を
見
る
と
い
う

行
為
に
お
い
て
、
写
真
を
文
字
に
よ
っ
て
解
読
・
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
は
写
真
そ
の
も
の
＝
〈
原
爆
〉
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
こ
で
は
、
写
真
を
め
ぐ
る
情
報
の
正
確
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

写
真
に
恣
意
性
が
混
入
し
、
あ
る
種
の
物
語
化
が
生
じ
る
と
い
う
写
真
の
特

性
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
よ
う
。

三

山
端
写
真
を
め
ぐ
る
混
乱

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
は
、
そ
の
著
『
過
去
は
死
な
な
い
』

の
(4)

第
三
章
で
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
く
事
例
を

幾
つ
か
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
取
り
扱
い
や
接
し
方
の
困
難
さ
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
京
大
虐
殺
を
写
し
た
い
く
つ
か
の
写
真
を
ね
つ

造
だ
と
し
た
藤
岡
信
勝
を
例
に
挙
げ
つ
つ
、
虐
殺
の
歴
史
的
事
実
ま
で
も
が

疑
わ
し
い
と
す
る
歴
史
修
正
主
義
者
ら
に
関
し
て
は
、
真
実
と
虚
偽
と
い
う

明
確
な
線
引
き
を
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
批
判
し
な
が
ら
、
よ
り
微
妙
な
問

題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

ス
ズ
キ
は
山
端
に
も
触
れ
、
山
端
の
写
真
に
お
い
て
演
出
と
本
物
と
の
間

に
単
純
な
境
界
線
な
ど
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
そ
の
曖
昧
さ
が
政
治

的
に
利
用
さ
れ
る
余
地
を
多
分
に
持
つ
こ
と
を
重
視
す
る
。
さ
ら
に
彼
の
写

真
が
い
わ
ば
換
喩
的
に
〈
国
民
の
記
憶
〉
へ
と
収
奪
さ
れ
る
状
況
を
描
き
出

し
て
い
る
。
個
々
の
写
真
を
ど
の
よ
う
な
順
序
で
並
べ
、
ど
の
よ
う
な
説
明

を
配
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
の
集
合
的
記
憶
を
表
し
た
り
、
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
た
り
、
ま
た
戦
勝
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
提
示
し

た
り
と
、
写
真
が
提
示
す
る
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
フ
ィ
ル
ム
に
残
っ
た
他
の
映
像
、
削
除
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
た
写
真
、

出
来
事
の
説
明
、
私
た
ち
の
反
応
や
印
象
、
写
真
の
後
の
出
来
事
の
想
像
…
…

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
通
し
て
思
惟
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
確
か

に
、
山
端
写
真
に
未
だ
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
の
混
乱
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
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い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
さ
れ
、
消
費
さ
れ
て
き
た
が

ゆ
え
に
、
「
思
惟
」
が
な
さ
れ
ず
、
写
真
そ
の
も
の
の
吟
味
も
行
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
山
端
写
真
に
つ
い
て
全
く
考
察
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
私
見
で
は
大
き
く
二
つ
の
方
向
性
か
ら
山
端
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

長

崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
五
・
八
）
の

よ
う
に
、
被
写
体
を
探
し
出
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
撮
影
状
況
を
再
構
成

す
る
と
い
う
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
写
真
そ
の
も
の
に
対
峙
し
て
記
録
写
真

の
哲
学
的
な
考
察
を
行
う
鈴
城
雅
文
の
よ
う
な
考
察
で
あ
る
。
両
者
は
、
一

見
す
る
と
全
く
相
反
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
微
妙
な
形
で

結
び
つ
い
て
い
る
点
が
、
非
常
に
興
味
深
い
。
例
え
ば
鈴
城
雅
文
は
、
山
端

の
長
崎
写
真
の
中
で
も
最
も
著
名
な
一
枚
で
あ
る
、
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
立

つ
親
子
の
写
真
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
そ
の
写
真
の
中
央
に
は
、
「
お
に
ぎ
り
」
を
手
に
茫
然
と

し
た
母
子
が
、
立
っ
た
ま
ま
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
に
不
備
は
な
い
。
し
か
し
断
言
す
る
が
立
っ
た
ま
ま
の
母

子
に
、
撮
影
者
は
、
行
き
合
わ
せ
て
撮
影
し
た
の
で
は
な
い
。
撮
影
者

は
カ
メ
ラ
の
前
に
、
被
災
翌
朝
の
被
爆
者
母
子
を
そ
の
よ
う
に
、
「
立

た
せ
て
」
撮
影
し
た
。
小
学
校
入
学
前
の
年
齢
と
思
わ
れ
る
子
が
、
ぼ

ん
や
り
と
で
は
あ
れ
カ
メ
ラ
を
見
つ
め
て
い
る
こ
と
や
、
あ
ら
ぬ
方
向

に
投
げ
か
け
ら
れ
た
母
親
の
目
は
虚
ろ
で
焦
点
を
結
ん
で
い
そ
う
に
な

い
が
、
し
か
し
や
や
半
身
と
は
い
え
身
体
だ
け
は
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

い
る
と
い
う
不
自
然
さ
か
ら
も
、
そ
の
時
の
母
子
と
撮
影
者
の
関
係
が

見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。

撮
影
者
が
軍
の
報
道
員
で
あ
っ
た
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
関
係

は
さ
ら
に
い
っ
そ
う
際
立
つ
。
あ
る
意
味
で
市
民
に
対
す
る
「
軍
命
」

と
し
て
、
被
爆
後
間
も
な
い
頭
に
包
帯
を
巻
い
た
母
と
、
頬
に
擦
過
傷

を
負
っ
た
子
と
を
、
撮
影
の
た
め
に
道
端
に
立
た
せ
た
と
想
像
す
る
と
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
支
給
さ
れ
た
に
ぎ
り
飯
を
口
に
す
る
気
力
す

ら
な
い
被
爆
者
母
子
」
が
、
な
ぜ
か
道
端
に
座
り
込
む
こ
と
も
な
く
「
立

っ
て
」
い
る
こ
と
の
不
自
然
は
、
し
か
し
誰
に
訝
ら
れ
る
こ
と
も
な
く

今
日
に
至
る
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
だ

。
(5)

こ
こ
で
鈴
城
は
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
が
実
際
の
親
子
で
は
な
く
、
山

端
に
よ
っ
て
意
図
的
に
親
子
関
係
を
ね
つ
造
さ
れ
た
二
人
の
人
間
で
は
な
い

か
、
と
疑
っ
て
い
る
。
こ
の
推
理
が
完
全
に
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
の
が
、
『
長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
で
あ
る
。
『
原
爆
＝
写
真

論
』
が
刊
行
さ
れ
る
一
〇
年
前
、
一
九
九
五
年
の
段
階
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

は
写
真
の
親
子
が
誰
で
あ
る
か
を
突
き
止
め
、
実
際
に
母
親
に
取
材
し
て
い

る
。
母
親
は
「
下
ま
で
降
り
て
き
た
ら
、
井
樋
ノ
口
の
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し

も
茂
も
主
人
も
下
宿
人
の
人
も
み
ん
な
お
に
ぎ
り
を
一
つ
ず
つ
も
ら
い
ま
し

た
。
三
菱
製
鋼
所
の
と
こ
ろ
に
仮
救
護
所
が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
へ
行
こ
う
と

し
た
ら
、
『
写
真
を
と
ら
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た
と
で
す
。

私
は
子
供
だ
け
写
さ
れ
た
と
思
う
と
り
ま
し
た
。（
…
）
」

と
語
っ
て
お
り
、

(6)

二
人
が
親
子
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
二
人
が
立
っ
た
ま
ま
写
さ
れ
て

い
る
点
に
も
何
ら
不
自
然
な
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
山
端
の
写
真
に
は
、
記
録
写
真
と
し
て
の
信
頼
性
を
揺
る
が
す

よ
う
な
演
出
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
『
長
崎
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よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、「
ラ
ッ
キ
ー
・
ガ
ー

ル
」
と
し
て
知
ら
れ
る
防
空
壕
か
ら
出
て
き
た
少
女
の
写
真
撮
影
時
に
い
わ

ゆ
る
「
や
ら
せ
」
が
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
後
に
彼
女
（
園

田
早
苗
）
は
防
空
壕
に
入
っ
た
の
も
笑
顔
を
作
っ
た
の
も
山
端
に
頼
ま
れ
た

か
ら
だ
、
と
『
熊
本
日
日
新
聞
』
の
取
材
に
答
え
て
い
る

。
(7)

結
局
の
と
こ
ろ
鈴
城
は
、
テ
ク
ス
ト
の
示
す
状
況
か
ら
、
い
さ
さ
か
恣
意

的
に
物
語
を
紡
い
で
し
ま
っ
て
お
り
、
彼
の
よ
う
な
優
れ
た
写
真
批
評
家
（
彼

ほ
ど
原
爆
写
真
を
具
に
見
て
緻
密
に
分
析
し
た
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
）
で
さ
え
も
、

写
真
の
外
部
と
い
う
、
写
さ
れ
て
い
な
い
時
空
間
を
想
像
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
解
釈
が
フ
レ
ー

ム
の
外
部
に
換
喩
的
に
横
滑
り
し
て
し
ま
え
ば
、
本
節
の
冒
頭
で
ス
ズ
キ
の

見
解
に
触
れ
た
よ
う
に
、
原
爆
写
真
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
用
さ
れ
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。

山
端
の
写
真
が
辿
っ
た
運
命
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア

の
不
安
定
さ
を
映
し
出
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
単
に
写
真
が
恣

意
的
な
解
釈
を
許
容
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『
長

崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
写
真
テ
ク
ス
ト

の
外
部
を
認
め
て
積
極
的
に
歴
史
的
事
実
を
再
構
成
し
て
い
く
の
か
、
逆
に

写
真
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
特
性
に
目
を
凝
ら
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が

提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

写
真
を
、
真
実
を
映
し
出
す
メ
デ
ィ
ア
だ
と
見
な
す
常
識
的
な
発
想
か
ら

す
れ
ば
、
『
長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
の
よ
う
に
被
写
体
を
探
し
て

証
言
を
得
る
こ
と
で
、
写
真
の
伝
え
る
意
味
は
よ
り
十
全
に
補
完
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
操
作
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
第
一

に
、
実
際
に
は
写
真
は
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
の
集
合
体
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ

の
意
味
を
補
完
す
る
言
葉
は
、
写
真
を
特
定
の
意
味
連
関
の
中
に
回
収
し
て

し
ま
う
よ
う
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
写
真
を
、
被
写
体
や
撮
影
場

所
、
撮
影
状
況
な
ど
の
不
明
な
部
分
が
解
読
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
全
な
意
義
を
担
う
も
の
と
捉
え
る
見
方

で
あ
る
。
第
二
に
、
原
爆
投
下
時
に
被
爆
者
が
体
験
・
認
識
し
た
こ
と
を
、

現
在
の
〈
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
る
〉
立
場
か
ら
言
及
す
る
こ
と
に
な
り
、〈
私

た
ち
〉
の
特
権
的
と
も
言
え
る
よ
う
な
歴
史
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
し

ま
う

。
(8)

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
「
写
真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

に
よ
る
と
、
写
真
（
特

(9)

に
報
道
写
真
）
は
、
そ
れ
自
体
が
既
に
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
、
外
示
そ
の
も
の

で
あ
り
、
共
示
（
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
無
い
の
だ
と
い
う
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
写
真
と
し
て
与
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
以
外
に
、
そ
の
時
の
撮
影

者
が
感
じ
た
こ
と
等
々
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
に
意
味
な
ど
あ
る
ま
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
爆
写
真
は
そ
う
し
た
受
容
・
理
解
が
当
然
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
写
真
に
向
き
合
う
態
度
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
一
面
的
で

あ
る
と
い
う
他
は
な
い
。

四

原
爆
写
真
と
〈
詩
〉

前
節
で
、
主
に
鈴
城
の
議
論
を
辿
り
、
彼
が
原
爆
写
真
の
「
テ
ク
ス
ト
主

義
」
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
山
端
の
写
真
を
歪
曲
し
か
ね
な
い
面

を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
鈴
城
の
『
原
爆
＝
写
真
論
』
が
非
常
に
示
唆

に
溢
れ
る
刺
激
的
な
書
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
鈴
城
の
論
点
で
も
非

常
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
彼
が
フ
レ
ー
ム
に
非
常
に
意
識
的
で
あ
る
こ
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と
で
あ
る
。
例
え
ば
鈴
城
は
本
書
の
中
で
し
ば
し
ば
開
高
健
に
言
及
し
て
い

る
が
、
開
高
の
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
イ
ッ
ツ
の
草
む
ら
」
と
い
う
短
い
文
章
の
一

節
を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

《
し
か
し
帰
国
し
て
か
ら
現
像
し
て
み
る
と
、
四
百
万
人
が
虐
殺
さ
れ

た
ア
ウ
シ
ュ
ビ
イ
ッ
ツ
の
荒
野
の
草
む
ら
に
サ
ビ
た
無
数
の
さ
じ
が
、

い
ま
だ
に
散
乱
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
凄
惨
な
光
景
な
ど
は
カ
メ
ラ

が
な
け
れ
ば
ど
う
伝
え
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
カ
メ
ラ
を
こ
こ
で

酷
使
し
た
の
で
あ
る
》（
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
イ
ッ
ツ
の
草
む
ら
」
）

「
帰
国
し
て
か
ら
現
像
し
て
み
る
と
」
と
い
う
、
条
件
節
を
見
過
ご
す

べ
き
で
は
な
い
。
主
を
失
っ
て
無
言
の
ま
ま
、
も
は
や
誰
に
顧
み
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
草
む
ら
に
散
乱
し
た
、
収
容
さ
れ
「
処
分
」
さ
れ
て
い

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
使
っ
た
の
に
違
い
な
い
「
サ
ビ
た
無
数
の
さ
じ
」

を
、
現
場
で
と
い
う
以
上
に
写
真
と
い
う
外
化
し
た
網
膜
を
通
し
て
、

帰
国
後
に
は
じ
め
て
凝
視
し
て
い
る
文
学
者
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
「
カ
メ

ラ
が
な
け
れ
ば
ど
う
伝
え
よ
う
も
な
い
」
、
そ
の
「
凄
惨
な
光
景
」
を

写
真
は
撮
影
者
の
恣
意
と
は
別
に
伝
え
て
い
た
の
だ
。

何
よ
り
も
ま
ず
写
真
は
カ
メ
ラ
を
操
作
し
た
当
の
文
学
者
に
、
ア
ウ

シ
ュ
ビ
イ
ッ
ツ
の
「
現
場
」
で
彼
の
無
意
識
が
見
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
、
光
景
の
凄
惨
を
抗
議
の
よ
う
に
伝
え
て
い
た
。
同
一
の
対

象
を
目
撃
し
た
は
ず
の
、
写
真
と
い
う
〈
他
者
〉
の
網
膜
に
、
自
己
の

網
膜
が
反
証
さ
れ
る
磁
場
。
「
私
は
カ
メ
ラ
を
こ
こ
で
酷
使
し
た
」
と

文
学
者
が
語
る
「
こ
こ
」
と
は
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
ど
こ
か
で
あ
る

の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
お
い
て
自
身
の
ま
な
ざ
し
が
相
対
化
さ
れ
る
不
安
、
視
覚
の

主
体
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
自
己
の
揺
ら
ぎ
を
、
ど
こ
ま
で
も
回
避
す
る

こ
と
な
く
受
容
す
る
こ
と
。
見
た
ま
ま
に
撮
る
の
で
は
な
く
、
撮
ら
れ

た
ま
ま
に
見
る
と
い
う
逆
転
を
、
む
し
ろ
積
極
的
に
召
喚
す
る
こ
と
。

そ
の
覚
悟
の
た
め
に
彼
は
カ
メ
ラ
を
、
凡
百
の
写
真
家
以
上
に
「
酷
使
」

し
て
い
た
。
ひ
と
り
の
文
学
者
に
と
っ
て
写
真
と
は
、
撮
る
も
の
で
あ

る
以
上
に
見
る
も
の
で
あ
り
、
見
る
も
の
で
あ
る
以
上
に
読
む
も
の
で

あ
っ
た

。
(10)

こ
こ
で
は
、
写
真
の
初
発
期
の
よ
う
に
、
人
間
の
眼
差
し
と
は
決
定
的
に

異
な
る
機
械
の
眼
が
驚
き
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
の
ノ

イ
ズ
を
愚
鈍
に
映
し
出
し
て
し
ま
う
写
真
機
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
撮
影
者

と
被
写
体
と
の
関
係
、
ま
た
フ
レ
ー
ム
そ
れ
自
体
へ
の
注
目
も
な
さ
れ
て
い

る
。
鈴
城
の
『
原
爆
＝
写
真
論
』
は
、
良
く
も
悪
し
く
も
そ
う
し
た
写
真
の

構
造
へ
の
執
拗
な
追
求
に
満
ち
て
い
る
。
そ
し
て
撮
影
者
が
一
元
的
に
被
写

体
を
支
配
す
る
よ
う
な
眼
差
し
を
批
判
し
、
開
高
の
よ
う
に
撮
影
者
自
身
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
戦
慄
を
覚
え
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
人
間
の
無
意
識
が
写
し

取
ら
れ
る
よ
う
な
撮
影
経
験
を
評
価
す
る
。
こ
う
し
た
批
評
軸
自
体
に
も
問

題
は
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
原
爆
写
真
の
「
テ
ク
ス
ト
主
義
」

、
ま
た

(11)

フ
レ
ー
ム
外
部
を
召
喚
す
る
見
方
、
そ
の
い
ず
れ
の
危
険
性
も
逃
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
は
『
明
る
い
部
屋
』

に
お
い
て
、
写
真
の
「
一
般
的

(12)

関
心
」
、
つ
ま
り
「
そ
の
感
動
」
が
「
道
徳
的
、
政
治
的
な
教
養
（
文
化
）

と
い
う
合
理
的
な
仲
介
物
を
仲
立
ち
と
」
す
る
よ
う
な
も
の
を
「
ス
ト
ゥ
デ

ィ
ウ
ム
」
と
名
付
け
、
一
方
、
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
を
破
壊
（
ま
た
は
分
断
）

し
に
や
っ
て
来
る
」
「
傷
、
刺
し
傷
、
鋭
く
と
が
っ
た
道
具
に
よ
っ
て
つ
け
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ら
れ
た
標
識
」
を
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。
バ
ル
ト
は
写
真
の

中
に
後
者
の
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
と
い
う
細
部
を
見
出
す
が
、
「
プ
ン
ク
ト

ゥ
ム
」
が
「
拡
大
の
能
力
を
も
つ
」
と
し
、
そ
れ
が
「
住
々
に
し
て
換
喩

マ
マ

的
に
働
く
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
脱
中
心
化
し
て
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
」

を
揺
り
動
か
す
力
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
換
喩
が
持
ち
出
さ

れ
る
の
は
バ
ル
ト
が
些
末
と
も
見
え
る
細
部
（
隣
接
し
た
部
分
）
に
関
心
を

持
つ
か
ら
で
あ
り
、
フ
レ
ー
ム
外
部
に
逸
脱
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
「
刺
し
貫
く
」
も
の
と
は
、
あ
る
写
真
が
持
つ
一
般
的
関
心
（
ス

ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
）
と
は
違
い
、
鑑
賞
者
を
別
様
に
刺
激
す
る
に
違
い
な
い
。

鈴
城
が
引
用
し
て
い
る
、
開
高
健
が
写
真
に
写
っ
た
「
無
数
の
サ
ビ
た
さ
じ
」

は
、
バ
ル
ト
の
言
う
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
と
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
装
置

と
し
て
の
カ
メ
ラ
の
機
能
を
前
面
に
押
し
出
し
た
、
ま
さ
に
脱
中
心
化
さ
れ

た
モ
ノ
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
を
〈
詩
〉
と
結
び
付
け
る
の
は
強
引
す
ぎ
る
だ

ろ
う
か
。

報
告
者
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
例
え
ば
原
民
喜
「
夏
の
花
」
中
に
引
用

さ
れ
て
い
る
詩
で
あ
る
。

ギ
ラ
ギ
ラ
ノ
破
片
ヤ

灰
白
色
ノ
燃
エ
ガ
ラ
ガ

ヒ
ロ
ビ
ロ
ト
シ
タ

パ
ノ
ラ
マ
ノ
ヤ
ウ
ニ

ア
カ
ク
ヤ
ケ
タ
ダ
レ
タ

ニ
ン
ゲ
ン
ノ
死
体
ノ
キ
メ
ウ
ナ
リ
ズ
ム

ス
ベ
テ
ア
ツ
タ
コ
ト
カ

ア
リ
エ
タ
コ
ト
ナ
ノ
カ

パ
ツ
ト
剥
ギ
ト
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ

ア
ト
ノ
セ
カ
イ

テ
ン
プ
ク
シ
タ
電
車
ノ
ワ
キ
ノ

馬
ノ
胴
ナ
ン
カ
ノ

フ
ク
ラ
ミ
カ
タ
ハ

ブ
ス
ブ
ス
ト
ケ
ム
ル
電
線
ノ
ニ
ホ
ヒ
(13)

「
原
爆
小
景
」
に
も
収
め
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
さ
れ
た
他

の
作
品
と
比
べ
て
も
際
だ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
写
真
の
特

質
と
強
い
親
和
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
詩
が

散
文
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
機
制
そ
の
も
の
へ
の
注
目
を
促

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
詩
が
「
夏
の
花
」

と
い
う
小
説
の
記
述
に
対
し
て
批
評
的
、
メ
タ
的
に
作
用
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
自
身
が
「
超
現
実
派
の
絵
の
世
界
で
は
な
い
か
と
思
え
る
」
と
記
す

荒
廃
し
た
光
景
を
、
「
私
」
は
上
の
詩
の
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
で
描
く
。
カ
タ

カ
ナ
が
公
的
な
表
記
ス
タ
イ
ル
と
し
て
未
だ
に
用
い
ら
れ
て
い
た
時
期
と
は

い
え
、
統
辞
法
が
混
乱
し
て
い
る
上
に
、
節
や
単
語
を
句
切
る
箇
所
に
躓
き

な
が
ら
読
む
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
の
詩
は
、
私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
言
語
表
象
体
系
か
ら
は
明
ら
か
に
逸
脱
し
て
い
る
。
ま
た
カ
タ
カ
ナ
の
硬

質
な
文
字
の
形
は
、
被
爆
後
の
広
島
の
滑
ら
か
さ
を
失
っ
た
光
景
を
視
覚
的

に
映
し
出
す
。
な
ぜ
「
私
」
は
「
こ
の
へ
ん
の
印
象
は
、
ど
う
も
片
カ
ナ
で

描
き
な
ぐ
る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
だ
」
と
述
べ
た
の
か
、
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
こ
の
詩
の
言
葉
は
、
意
味
の
伝
達
と
い
う
役
割
を
担
い
つ
つ
、
文
字
・

言
葉
の
形
態
が
図
像
を
作
り
出
す
あ
る
種
の
カ
リ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
実
の
光
景
を
擬
似
的
か
つ
二
次
的
に
再
現
す
る
は
ず

の
「
パ
ノ
ラ
マ
」
が
比
喩
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
転
倒
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
統
辞
法
の
混
乱
は
、
文
の
非
完
結
さ
と
ぶ
つ
切
れ
の

断
片
化
に
よ
っ
て
、
視
点
人
物
が
単
一
の
パ
ノ
ラ
マ
的
視
点
に
よ
っ
て
も
は

や
風
景
を
統
合
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
夏
の
花
」
に
お
い
て
「
私
」
は
、
「
ほ
と
ん
ど
目
抜
き
の
焼
跡
を
一
覧
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
提
示

し
て
お
ら
ず
、
そ

(14)

こ
で
は
徹
底
し
て
叙
述
が
な
さ
れ
る
。
「
ギ
ラ
ギ
ラ
と
炎
天
の
下
に
横
た
わ

っ
て
い
る
銀
色
の
虚
無
の
ひ
ろ
が
り
」
「
精
密
巧
緻
な
方
法
で
実
現
さ
れ
た

新
地
獄
」
「
痙
攣
的
の
図
案
」
「
超
現
実
派
の
絵
の
世
界
」
と
い
っ
た
比
喩
的

な
叙
述
は
、
光
景
を
言
葉
で
描
き
出
す
こ
と
の
困
難
さ
を
こ
の
上
な
く
伝
え

て
い
よ
う
。
「
絵
の
世
界
」
「
パ
ノ
ラ
マ
」
は
、
目
前
の
光
景
と
「
私
」
と
い

う
主
体
と
の
関
係
・
距
離
に
対
す
る
言
及
で
あ
り
、
ま
た
小
説
内
の
状
況
設

定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
原
は
、
人
間
の
視
覚
を
代
行
す
る
、
カ
メ
ラ
と
い
う

機
械
の
眼
差
し
に
近
い
も
の
を
こ
こ
で
描
こ
う
と
し
た
の
だ

。
(15)

さ
ら
に
言
え
ば
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
（
超
現
実
主
義
者
）
た
ち
の
無
意

識
へ
の
関
心
は
、
彼
ら
の
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
の
親
和
性
と
通
底
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
時
と
し
て
不
気
味
な
も
の
や
お
ぞ
ま
し
い
も
の
、
異
質
な

も
の
が
立
ち
現
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
、
言
葉
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
は

こ
ぼ
れ
落
ち
る
何
物
か
が
写
し
出
さ
れ
る
写
真
こ
そ
、
私
た
ち
の
ス
ト
ゥ
デ

ィ
ウ
ム
を
攪
乱
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
だ
と
言
え
る
。
で
は
果
た
し
て
、
山
端
の

写
真
に
そ
う
し
た
要
素
は
見
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

五

お
わ
り
に

鈴
城
雅
文
が
評
価
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
物
語
に
回
収
さ
れ
ず
、
イ
コ
ン

を
形
成
す
る
こ
と
も
な
い
よ
う
な
、
あ
る
い
は
撮
影
者
と
い
う
主
体
性
を
極

力
消
去
し
、
装
置
と
し
て
の
カ
メ
ラ
の
無
意
識
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
な

写
真
で
あ
っ
た
。
山
端
の
場
合
、
陸
軍
西
部
軍
管
区
司
令
部
報
道
部
員
と
し

て
長
崎
入
り
し
て
い
た
時
点
で
、
残
念
な
が
ら
鈴
城
の
評
価
す
る
よ
う
な
写

真
が
撮
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
山
端
の
写
真
か
ら
は
、
私
た
ち
を

刺
し
貫
く
よ
う
な
痛
み
（
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
）
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
原
民
喜
の
詩
の
ご
と
き
写
真
を
、
山
端
は
つ
い
に

撮
影
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
記
録
写
真
と

し
て
の
山
端
写
真
の
重
要
性
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
些
か
も
減
じ
る
わ
け

で
は
な
い
。

む
し
ろ
論
者
が
山
端
の
写
真
か
ら
強
く
感
じ
る
の
は
、
意
外
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
種
の
寂
し
さ
で
あ
る
。
記
録
写
真
で
あ
る
は
ず
の

原
爆
写
真
か
ら
寂
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
写
真
と
い

う
枠
組
み
の
強
力
さ
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
写
真
は
そ
も
そ
も

〈
詩
〉
で
は
な
く
〈
死
〉
と
の
親
和
性
が
強
い
の
で
あ
り

、
原
爆
写
真
で

(16)

あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
が
寂
し
さ
を
発
す
る
こ
と
と
あ
ま
り
関
係
が
な
い

と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
山
端
の
写
真
に
感
じ
ら
れ
る
寂

し
さ
は
、
や
は
り
山
端
写
真
の
固
有
の
力
学
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
と
考
え

た
い
。

映
画
と
は
対
照
的
に
、
写
真
に
お
い
て
被
写
体
は
、
あ
た
か
も
ピ
ン
で
留

め
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
時
間
的
に
静
止
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
前
後
の
こ
と

が
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
写
真
の
構
造
は
、

被
写
体
を
動
か
す
（
時
間
化
す
る
）
こ
と
へ
の
強
い
欲
望
を
喚
起
す
る
。
記

録
写
真
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
そ
の
動
き
を
与
え
、
ま
た

画
像
と
言
語
と
の
対
応
・
一
致
を
促
す
。
動
き
の
な
い
写
真
に
動
き
（
そ
れ

は
意
味
・
解
釈
で
も
あ
る
）
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
し
か
し
写
真
本

来
の
性
質
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
写
真
を
見
る

際
に
は
、
既
に
再
び
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
的
、
空
間
的
な
隔
た

り
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
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そ
う
し
た
写
真
一
般
の
性
質
だ
け
で
は
な
い
。
山
端
の
写
真
に
は
、
も
ち

ろ
ん
被
爆
地
の
光
景
を
写
し
た
も
の
も
多
い
が
、
被
爆
者
を
直
接
撮
影
し
、

そ
の
被
写
体
の
眼
差
し
が
提
示
さ
れ
る
点
に
も
、
原
爆
写
真
と
し
て
の
特
徴

が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
眼
差
し
は
、
撮
影
者
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
写
真
の
フ
レ
ー
ム
内
の
世
界

か
ら
観
る
者
は
疎
外
さ
れ
る
。
そ
し
て
写
真
の
醸
し
出
す
寂
し
さ
と
は
、
写

さ
れ
た
世
界
に
私
た
ち
が
最
早
ど
の
よ
う
に
も
関
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ

『原爆の長崎』に収められた山端の写真。キャプションには、「中
はガランとして空家の様になり、縁側に少年が、まるで日なたぼっ
こしている様に死んでいた」 とある。

と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
逆
に
、
フ
レ
ー
ム
に
収
め
ら
れ
た
被
爆
者
た
ち
が
、
フ
レ
ー
ム

の
外
部
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
悲
し
み
と
で
も
言
う
べ
き
だ
ろ
う

か
。
バ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
映
画
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
写
真
」
に
は
な
い
、
あ
る
能

力
を
そ
な
え
て
い
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
は
（
バ
ザ
ン
［
『
映
画
と
は
何
か
』
、

Ⅱ
］
が
指
摘
し
た
よ
う
に
）
、
枠
で
は
な
く
て
隠
れ
場
で
あ
る
。
作
中
人

物
は
そ
こ
か
ら
出
て
き
て
生
き
続
け
る
。
目
に
見
え
る
部
分
的
な
視
像

の
裏
に
、
あ
る
《
見
え
な
い
場
》
が
つ
ね
に
存
在
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
立
派
な
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
を
も
つ
写
真
も
含
め
て
、
何
千
と
い
う

写
真
を
見
て
も
、
私
に
は
そ
う
し
た
見
え
な
い
場
が
少
し
も
感
じ
ら
れ

な
い
。
フ
レ
ー
ム
の
内
側
に
あ
る
も
の
が
、
フ
レ
ー
ム
の
外
に
出
て
く

る
と
、
ど
れ
も
完
全
に
死
ん
で
し
ま
う
。
「
写
真
」
は
動
か
な
い
映
像

と
し
て
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
た

ち
が
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
彼
が
外
に

出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
の
だ
。
彼
ら
は
蝶
の
よ
う
に
麻

酔
を
か
け
ら
れ
、
そ
こ
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

。
(17)

こ
の
「
外
に
出
て
こ
な
い
」
被
写
体
が
喚
起
す
る
寂
し
さ
は
、
仮
に
『
長

崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
の
よ
う
に
そ
の
後
の
被
爆
者
の
生
活
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
決
し
て
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

一
枚
の
写
真
は
、
ど
の
よ
う
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
原
爆
写
真

に
お
い
て
は
、
見
る
行
為
が
非
当
事
者
の
経
験
、
認
識
、
感
性
を
変
容
さ
せ
、

原
爆
に
対
す
る
私
た
ち
の
関
わ
り
方
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
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い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
写
真
は
、
私
た
ち
の
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
を
超
え
て
働

き
か
け
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り
文
学
に
お
い
て
は
〈
詩
〉
の
機
能
に
他
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
山
端
写
真
の
寂
し
さ
を
有
意
味
な
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、

戦
後
詩
の
詩
的
表
象
を
論
じ
た
酒
井
直
樹
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
戦
後
詩
の
可
能
性
は
、
先
の
信
憑
を
必
ず
補
強
す
る
こ

と
に
な
る
共
感
の
虚
構
に
対
し
て
抵
抗
す
る
詩
人
の
能
力
に
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
擬
制
的
共
感
は
具
体
的
な
出
来
事
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
想
像
力
に
よ
る
そ
の
表
現
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
が
余
り
に
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
か
よ
う
に
生
み
出
さ

れ
た
共
感
は
共
同
的
表
象
体
系
の
な
か
に
完
全
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
わ

け
で
、
体
系
の
外
側
へ
の
い
か
な
る
関
連
も
持
た
ず
に
な
さ
れ
る
表
現

の
そ
の
ま
た
表
現
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
共
感
が
問
題
を
提
起
し
、

そ
し
て
現
存
の
体
系
を
根
本
的
に
変
革
す
る
よ
う
な
機
会
を
想
像
す
る

こ
と
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。

戦
後
の
詩
人
た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
は
、
本
当
の
体
験
、
す
な
わ
ち

体
系
の
外
側
へ
の
関
連
を
持
つ
種
類
の
経
験
に
至
る
唯
一
の
道
は
、
死

者
に
対
す
る
彼
ら
の
強
迫
観
念
の
な
か
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
と
は
い
え
、
死
者
の
沈
黙
を
守
る
姿
勢
を
と
り
つ
つ
、
詩
人
た
ち

は
自
ら
を
死
者
と
同
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
出
来
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
だ
け
の
価
値
は
あ
る
。
死
者
の
位
置

か
ら
語
る
と
い
う
彼
ら
の
装
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
度
も
何
度
も
彼

ら
は
、
皮
肉
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
を
死
ん
だ
と
見
做
す
罠
に
は
ま
る

誘
惑
か
ら
引
き
返
し
た
の
だ
っ
た
。

（
中
略
）

と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
死
者
と
は
決
し
て
合
体
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
ま
さ
し
く
死
の
本
質
だ
か
ら
で
あ
る
。
死
者
を
主
体
に
す
る

と
い
う
条
件
の
も
と
で
し
か
、
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ
自
身
と
死
者
と
の

同
化
は
可
能
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
死
者
は
死
ん
で
い
る
が
ゆ
え
に
、

主
体
た
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
詩
人
は
、
死
者
が
社

会
の
内
部
で
或
る
位
置
を
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
社
会
の
全
体
像
の

表
象
へ
と
統
合
さ
れ
得
る
と
い
う
ど
の
よ
う
な
虚
構
を
も
受
け
入
れ
る

の
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
(18)

被
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
、
原
爆
写
真
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ

る
感
情
は
、
被
爆
者
の
場
合
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
あ
る
種
の

写
真
に
は
、
被
爆
と
い
う
体
験
を
ど
の
よ
う
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
、
全

く
も
っ
て
不
可
解
な
出
来
事
（
そ
れ
は
表
象
不
可
能
と
い
う
の
と
は
違
う
）
だ

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
寂
し
さ
や
悲
し
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
写
真
は

フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
時
空
間
を
分
割
し
、
如
何
と
も
し
が
た
い
隔
た
り
を
生

み
出
す
。
そ
う
し
た
写
真
は
、
「
共
同
的
表
象
体
系
」
を
拒
絶
す
る
詩
と
よ

く
似
て
い
る
。
そ
し
て
写
真
を
〈
詩
〉
と
し
て
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
写
真

を
構
成
す
る
諸
要
素
を
、
あ
た
か
も
詩
に
お
け
る
言
葉
の
よ
う
に
捉
え
て
、

詩
が
特
定
の
共
同
体
的
表
象
体
系
を
逸
脱
す
る
よ
う
に
、
一
般
的
関
心
を
乗

り
越
え
る
こ
と
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

山
端
の
写
真
は
、
一
つ
に
は
限
ら
れ
た
フ
ィ
ル
ム
と
彼
の
移
動
と
に
よ
っ

て
、
一
つ
に
は
検
閲
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
フ
ィ
ル
ム
提
供
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
バ
ラ

に
断
片
化
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
彼
の
写
真
に
お
い
て
は
生
者
と
死

者
が
フ
レ
ー
ム
の
中
に
対
置
さ
れ
、
ま
た
周
囲
の
風
景
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
よ

う
に
置
か
れ
た
黒
焦
げ
の
遺
体
が
切
り
取
ら
れ
る
。
ど
こ
の
誰
で
あ
り
、
ど
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ん
な
状
況
で
死
ん
だ
の
か
は
何
一
つ
語
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
「
ど
う
し
て
わ
た

し
は
／
道
ば
た
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
／
し
、
死
な
／
ね
ば
／
な
／
ら
ぬ
／
か
」

（
峠
三
吉
「
死
」
）
と
だ
け
訴
え
て
い
る
よ
う
な
遺
体
を
、
山
端
の
写
真
は
冷

徹
に
捉
え
る
。
物
語
を
構
成
し
、
断
片
を
統
合
し
て
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル
な
も
の

が
入
り
込
む
前
に
、
一
枚
一
枚
の
写
真
に
向
き
合
い
、
一
般
的
関
心
を
越
え

た
関
わ
り
方
を
す
る
こ
と
を
原
爆
写
真
は
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
た
と
え
、
そ
れ
が
恣
意
的
な
解
釈
と
紙
一
重
で
あ
る
と
し
て
も
。

注

ポ
ー
ル･

ヴ
ァ
レ
リ
ー｢

詩
話｣

（
『
ヴ
ァ
レ
リ
ー
全
集
増
補
版
』
第
六
巻
所
収
、

1
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八･

二
）
な
ど
。

小
松
健
一
・
新
藤
健
一
編
、
「
反
核
・
写
真
運
動
」
監
修
『
決
定
版

長
崎
原

2
爆
写
真
集
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
・
八
）

『
長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
五
・
八
）

3
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
と
Ｇ
の
二
枚
は
日
本
写
真
家
協
会
が
保
管
し
て
い
る
国
際
報
道

工
芸
社
関
連
の
ネ
ガ
の
中
か
ら
、
平
成
七
年
に
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
『
過
去
は
死
な
な
い

メ
デ
ィ
ア
・
記
憶
・

4
歴
史
』
（
田
代
泰
子
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
・
八
）

鈴
城
雅
文
『
原
爆
＝
写
真
論
』
（
窓
社
、
二
〇
〇
五
・
六
）
二
一
～
二
頁
。

5

『
長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』
（
注
３
）
一
四
二
頁
。

6

同
前
、
一
一
六
頁
。

7

鈴
城
雅
文
は
『
原
爆
＝
写
真
論
』
の
中
で
、
八
月
六
日
の
広
島
の
キ
ノ
コ
雲

8
を
撮
影
し
た
写
真
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
つ
ま
り
注
が
れ

た
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
写
真
の
『
外
部
』
か
ら
の
『
知
識
』
の
媒

介
に
よ
っ
て
、
多
く
の
観
者
は
そ
れ
が
『
原
爆
き
の
こ
雲
』
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
と
の
了
解
へ
と
、
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
／
重
要
な
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
が
観
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
撮
影
当
事
者
に
も
一
貫
し
て
い
た

は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
観
者
と
は
異
な
っ
て
、
撮
影
者
は
、

そ
の
日
の
そ
こ
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
居
た
は
ず
な
の
だ
が
、
し
か
し
彼
は
『
原
爆

き
の
こ
雲
』
を
撮
影
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
日
の
そ

こ
で
彼
が
目
撃
し
、
彼
の
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
の
は
、
県
都
の
方
角
か
ら
突
如
湧

き
あ
が
っ
た
、
た
だ
名
づ
け
よ
う
も
な
く
不
気
味
な
『
雲
』
で
あ
っ
た
。
観
者

と
同
様
に
彼
自
身
も
ま
た
事
後
的
な
『
知
識
』
に
よ
っ
て
、
自
身
が
撮
影
し
た

そ
れ
が
『
原
爆
き
の
こ
雲
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
〈
過
去
形
で
〉
理
解
し
た
の

に
ち
が
い
な
い
。
」
（
一
二
頁
）
確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
撮
影
隊
が
映
し
た
キ

ノ
コ
雲
と
は
、
意
味
論
的
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
当
時
の
人
々
に

原
子
爆
弾
の
知
識
が
な
か
っ
た
こ
と
を
写
真
の
中
に
読
み
込
む
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
種
の
歴
史
化
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
化
は
、
日
本
国
民
（
無
知
）
が
恐

る
べ
き
ア
メ
リ
カ
の
力
に
屈
し
、
そ
の
後
、
そ
の
巨
大
さ
を
徐
々
に
理
解
し
て

い
く
と
い
う
歴
史
的
な
推
移
を
現
在
の
視
点
か
ら
遡
及
的
に
当
て
は
め
、
超
時

代
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
り
出
す
。
そ
れ
は
歴
史
を
客
観
的
に
語
る
と
称
し
な

が
ら
、
歴
史
的
出
来
事
か
ら
巧
妙
に
回
避
す
る
こ
と
に
も
繋
が
ろ
う
。
そ
う
い

う
視
点
が
全
く
無
意
味
だ
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
〈
そ
の
時
は

知
ら
な
か
っ
た
〉
こ
と
が
後
で
わ
か
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
に
は

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
写
真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（
『
映
像
の
修
辞
学
』
所
収
、
蓮

9
實
重
彦
・
杉
本
紀
子
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
五
・
九
）

『
原
爆
＝
写
真
論
』
二
五
～
六
頁
。

10

写
真
の
外
部
を
想
定
す
る
こ
と
な
く
、
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
部
分

11
の
み
を
見
る
こ
と
を
、
鈴
城
は
『
原
爆
＝
写
真
論
』
に
お
い
て
「
テ
ク
ス
ト
主
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義
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
一
枚
の
写
真
を
一
枚
の
写
真
と
し
て
、
ま
な
ざ
し
／

言
説
の
対
象
と
す
る
こ
と
。
『
外
部
』
か
ら
闖
入
す
る
物
語
を
拒
み
つ
つ
、
内

在
的
に
写
真
を
分
節
す
る
こ
と
。
写
真
の
構
造
的
救
抜
を
目
論
む
こ
の
『
禁
欲

的
野
望
』
は
、
い
ち
が
い
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も

『
テ
ク
ス
ト
主
義
』
が
ま
さ
に
そ
こ
に
露
呈
さ
れ
て
あ
る
フ
レ
ー
ム
を
、
ま
な

ざ
し
／
言
説
の
対
象
か
ら
排
除
す
る
と
き
、
救
抜
を
試
み
た
は
ず
の
写
真
を
ふ

た
た
び
、
『
テ
ク
ス
ト
』
と
い
う
物
語
に
拉
致
し
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

や
は
り
指
摘
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
」

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
明
る
い
部
屋

写
真
に
つ
い
て
の
覚
書
』
（
花
輪
光
訳
、

12
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
・
六
）
、
同
書
の
中
で
バ
ル
ト
は
、
興
味
深
い
こ
と

に
、
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
を
持
つ
写
真
を
「
俳
句
」
と
結
び
付
け
て
い
る
。
「
こ
の

点
で
、
『
写
真
』
（
あ
る
種
の
写
真
）
は
『
俳
句
』
に
近
い
も
の
と
な
る
。
な
ぜ

な
ら
、
俳
句
の
表
記
も
ま
た
、
展
開
し
え
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
す
べ
て
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
修
辞
学
的
な
拡
大
の
欲
求
や
、
さ
ら
に
は
そ

の
可
能
性
さ
え
生
ず
る
こ
と
が
な
い
。
『
写
真
』
と
『
俳
句
』
の
ど
ち
ら
に
つ

い
て
も
、
激
し
い
不
動
の
状
態
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

そ
う
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
細
部
（
あ
る
起
爆
装
置
）
に
よ
っ
て
爆
発
が

起
こ
り
、
そ
れ
が
テ
ク
ス
ト
の
、
写
真
の
窓
ガ
ラ
ス
に
小
さ
な
星
形
の
ひ
び
を

入
れ
る
の
だ
。
」
（
六
三
頁
）

『
定
本
原
民
喜
全
集
Ⅰ
』
（
青
土
社
、
一
九
七
八
・
八
）
五
二
三
頁
。

13

こ
こ
で
の
「
提
示
」
「
叙
述
」
は
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ブ
ー
ス
の
分
類
に
従
っ
て
い

14
る
。
廣
野
由
美
子
『
批
評
理
論
入
門
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
五
・
三
）
の
四

八
～
五
四
頁
を
参
照
。

柿
木
伸
之
は
、
原
の
詩
の
一
節
を
タ
イ
ト
ル
に
、
『
パ
ッ
ト
剥
ギ
ト
ッ
テ
シ
マ

15
ッ
タ
後
の
世
界
へ
』
（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
一
五
・
七
）
を
刊
行
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
氏
は
、
剥
ぎ
取
ら
れ
た
後
の
世
界
に
つ
い
て
「
原
爆
の
閃
光

と
爆
風
に
よ
っ
て
、
生
あ
る
者
の
有
機
的
な
統
一
を
形
づ
く
っ
て
い
た
被
い
が

一
瞬
に
し
て
剥
ぎ
取
ら
れ
、
生
命
を
そ
の
根
幹
か
ら
破
壊
さ
れ
た
者
た
ち
の
苦

悩
が
剥
き
出
し
に
な
っ
た
世
界
」
と
考
察
す
る
。
こ
の
状
況
を
説
明
す
る
の
に
、

こ
れ
以
上
適
切
な
説
明
は
思
い
つ
か
な
い
。

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
キ
ッ
ト
ラ
ー
も
『
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
・
タ
イ
プ

16
ラ
イ
タ
ー
』
（
石
光
泰
夫
・
石
光
輝
子
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
・
四
）
で

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
銃
型
写
真
機
は
、
ま
さ
に
被
写
体
に

「
死
を
も
た
ら
す
」
。
そ
し
て
鈴
城
が
『
原
爆
＝
写
真
論
』
（
二
八
頁
）
で
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
「
原
爆
と
い
う
凶
暴
な
『
太
陽
』
」
は
「
瞬
時
に
『
露
光
』
」

し
、
「
光
景
そ
の
も
の
と
し
て
の
〈
写
真
〉
」
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
『
明
る
い
部
屋
』（
注

に
同
じ
）
六
九
頁
。

17

11

酒
井
直
樹
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
死
と
詩
的
言
語
」（『
日
本
思
想
と
い
う
問
題
』

18
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
三
）

付
記

本
稿
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
口
頭
発
表
の
内
容
に
若
干
の
修
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌
に
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
が
、
コ
メ
ン
ト

や
質
疑
の
中
で
貴
重
な
意
見
を
数
多
く
い
た
だ
い
た
。
特
に
山
端
の
写
真
に
寂

し
さ
を
見
出
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
本
考
察
の

課
題
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
、
引
き
続
き
検
討
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い

る
。
参
加
者
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
本
研
究
は

JS
PS

科
研
費
（26284038

）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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